
一人一人の発達を促すための援助の工夫

～発達をとらえるための実態把握シートの作成と活用を通して～
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＜成果＞

○実態把握シートを活用することで、幼児の行動の意味をとらえようとする教師の意識

が高まり、幼児の姿を多面的にとらえられ、発達の課題を把握することができた。

○実態把握シートを基にして幼児の実態をより客観的に把握し、教師間で幼児の発

達の課題を明確にして幼児に同じかかわりをすることが、一人一人の幼児の発達を促

すことに有効であることが分かった。

＜課題＞

○より多面的に幼児の姿をとらえら

れるように、実態把握シートの内容

や実態把握の時期について改善を

重ねるとともに、５歳児を対象とした

実態把握シートも考えていきたい。
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友達への関心がないのでは

なく、かかわり方がわからな

いだけでないでしょうか

手だて１ 実態把握シートの項目ごとに幼児を観察しその姿を多面的に

とらえる

体操やゆうぎをする時は、

友達を追いかけてますね

＜考察＞

実態把握シートをもとに、

それぞれの教師が幼児の姿

を観察した結果を比較検討

したり、幼児にかかわった

りした場面を情報交換した

りすることで、課題が明らか

になった。

手だて３ 発達の課題についてどの教師も同じかかわりをする ＜Ａ児に対する教師の同じかかわり＞

友達と同じことをする楽しさを味わえるように仲介する。

音楽に合わせて友達と一緒に「へい！」と言う

楽しさを味わうことができた。その後、教師が

個別に声を掛けなくても友達と踊るようになった。

体操やダンスなど

まねしながら踊ら

ないですね

『特別な教育的支援を必要

とする児童生徒に関するチ

ェックリスト』（群馬県

教育委員会特別支援教育室

を基にして、４歳児の幼

児の実態を把握するための

項目（生活習慣、動作、話

す・聞く、人とのかかわり、

行動）を考え、実態把握

シートを作成した。

（教師の踊る姿がよく見
えて踊り方が分かるように）
ここで踊ってみてね

手だて２ 教師がとらえた幼児の発達の姿を持ち寄り比較検討する

＜Ａ児の場合＞

４月「生活習慣」や「動作」

「人とのかかわり」や「話す・

聞く」「行動」のそれぞれの

項目に課題を把握できた。

運動会後の10月では教師や
友達と一緒に運動会に向け

た練習に取り組む経験を積み

重ねたことで「動作６」に

向上が見られた。

友達と遊ぶことより

一人で遊ぶことが

好きみたいですね

Ａ児の実態把握シート

を基にした協議(６月)
＜Ａ児の課題>
友達とかかわり

がもてるよう

にする。

(遊戯のポイント
となる)「へい！」
の所だけやって

みようよ

Ａくんも、「へい！」できたね。

かっこいい！(やろうとする姿や
できた姿を大いに認める)

隣りのＢちゃん

も食べているね。

同じシュウマイ

だから『友達しゅう

まいだね』

Ａくん、友達と一緒に

シュウマイを食べているね

周囲を見回して「先生、

Ｃちゃんも、Ｄちゃんも

『友達シュウマイだね』

と自分から話していた。

友達と同じ場面を共有すると「友達だね」と

言い、友達に興味をもったり、友達が遊んで

いる場面にかかわろうとするようになった。

ま と め

遊戯の場面での担任のかかわり 給食の場面での他の教師のかかわり

Ａ児が友達とちょうど一緒にシュウマイを口に入れている

ところを見て、友達を意識できるように声を掛ける。

遊戯や給食の場面でどの教師も

Ａ児に同じかかわりをしたことに

より、友達に興味をもったり、か

かわろうとしたりすることができ、

Ａ児の発達を促すことに効果が

あったと考える。

＜考察＞


